
2018 年 8 月 2 日 

新日鉄住金ソリューションズ㈱ 

2019 年 3 月期第１四半期 決算説明会 主要Ｑ＆Ａ 

Ｑ：第１四半期の受注について 

Ａ：第１四半期の受注は、対前年比＋３１億円の５５６億円となりました。 

内訳は、業務ソリューションが＋４６億円の増加（産業・流通・サービス＋２０億円、公共公

益他＋５０億円、金融－３０億円）、サービスソリューションが－１５億円の減少（主として IT

インフラでの期ずれ）となりました。 

 

Ｑ：第１四半期の売上高及び営業損益について 

Ａ：第１四半期の売上は、対前年比＋３億円の５８４億円となりました。内訳は、業務ソリューシ

ョンが－２６億円の減少、サービスソリューションが＋２８億円の増加となりました。業務ソ

リューションが大型プロダクトの反動減、メガバンクの統合案件のピークアウト影響により減

収、サービスソリューションが鉄鋼向けの増により＋２８億円の増加となりました。 

一方、売上高総利益率は、昨年１Ｑ期の低粗利の大型プロダクト販売６０億円に対し今期は低

粗利のプロダクト販売が３０億円でしたので、構成差で改善しました。このプロダクト販売影

響を除きますと、今１Ｑ期の売上高総利益率は約２１．８％（前年１Ｑ期は２１．７％）とほ

ぼ前年同水準となっております。販管費は主として採用・社内基盤整備で＋１億円増加し、営

業利益は昨年同期比＋５億円増益の５１億円となりました。 

 

Ｑ：上期見通しについて 

Ａ：上期見通しまでの距離（２Ｑ期）は、売上高５９６億円（対前年＋１２億円）、営業利益５６億

円（対前年＋１億円）です。 

売上高については、２Ｑ期首の受注残が１，１８３億（対前年＋６６億円）と積みあがってい

ることに加え、堅調なＩＴ投資を着実にとらえることで達成したいと考えております。 

営業利益５６億円については、販管費の増もありますが、増収効果等により達成し、上期見通

しの売上高１，１８０億円、営業利益１０７億円の達成を目指します。 

 

Ｑ：今回なぜ自己株式の取得１００億円を行うのか？ 

Ａ：今回の自己株式取得の趣旨は資本効率の向上および機動的な資本政策を遂行するためです。

ROE についても指標として重視・フォローしており、今回の施策により維持・向上を図ってい

きたいと考えております。 

以 上 


